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教職員の「後ろ姿」と人権教育 

岡山市教育委員会事務局学校教育部    

指導課人権教育担当課長 名合 淳    

 

平成22年、当時、私が勤務していた少年自然の家の所長がセンターだよりの執筆を担当されました。

その内容は、『「後ろ姿での教育」、後ろ姿を見て評価する者がいる。自分の言動や表情が周囲に影響し、

雰囲気を良くも悪くもしている。教師の後ろ姿で評価するのは子供である。』というものでした。 

昨年度から人権教育室で勤務するようになり、人権教育とは、まさにそのとおりであると感じていま

す。日々の教職員の立ち振る舞いや発する言葉が、子どもたちに影響を与えます。人権教育には教科書

がありませんが、子どもたちにとって身近な存在である教職員は、人権教育の教科書のようなものであ

り、教職員の高い人権感覚に基づく言動は、「あんな大人になりたい」と、それをモデルとした子どもた

ちのよりよい生き方にもつながっていくと考えます。 

さて、東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を契機に、社会全体で人権課題の解決に取

り組もうとする気運が高まるも、ジェンダーの問題や性的マイノリティの方への差別・偏見、新型コロ

ナウイルス感染症に関する誹謗中傷など、多くの人権課題が顕在化しています。 

そのような中で、このたび、第２期岡山市教育大綱において、「育む５つの力」の一つに「人権尊重の

精神」が明記されました。学校において、子どもたちが多様性を認め、自他の人権を尊重する態度を身

に付けること、人権課題について正しく知り、課題を解決

していく実践力を育んでいくことが求められています。 

現在、各校で多様化・複雑化する人権課題への対応とと

もに学習指導要領の改訂を踏まえ、人権教育全体指導計画

の見直しを行っていますが、人権教育の基盤は、「全ての関

係者の人権が尊重されている教育の場」です。その基盤づ

くりのために、まずは私たち教職員自身が「人権を尊重す

ること」に自分事として向き合っていく必要があります。

その「後ろ姿」から子どもたちに伝わるメッセージは大き

いはずです。 

また、子どもたちが「自分は大切にされている」と感じら

れるように、自分を高めている教職員であふれている学校

は、温かい雰囲気に包まれていることと思います。 

人権教育室では、令和３年５月にチェックリスト「人権

感覚これだけは」を作成しました。人権感覚を「教職員とし

て」という視点でのセルフチェックにご活用ください。自

らの「後ろ姿」を磨くきっかけになればと願います。  
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岡山市の「教育の情報化」に向けた取組について
「岡山市立学校における情報化基本方針」は，社会的な背景や国の動向を踏まえ，２０１９年に策定された方

針です。
令和３年３月には，学校への１人１台端末と高速ネットワークを整備することを目的とした「GIGAスクール構

想」に伴い，その考え方を盛り込んだ改訂を行っています。
以下の３つの方針をもとに，岡山市立学校の「教育の情報化」を進めています。

＜方針１＞
ICTを活用しながら，子ども

が情報活用能力を身に付けるこ
とができるようにする

＜方針２＞
ICTを効果的に活用し，教員

がより質の高い授業を展開する
ことができるようにする

＜方針３＞
ICTを効果的に活用し，学校が

働き方改革を推進することがで
きるようにする

情報活用能力の育成に向けて体系表と
カリキュラムを作成

教職員のICT活用スキルの向上

情報教育推進室の新設

○ 人的な支援 ○ 岡山市の最新の情報を提供

○ ICT機器等の整備と運用
○ 教職員研修

学習指導要領に学習の基盤となる資質・能力と
して位置付けられた「情報活用能力」を教科横断
的に育成するために，小・中学校９年間を見通し
た指導計画を各中学校区で作成しています。

子どもの資質・能力を育成するために，これまでの
教育実践の中にツールとしてChromebook等のICTを効
果的に利活用することを目指し，令和３年度から「慣
れる→使う→使いこなす」とステップを設定していま
す。

円滑にICT活用が進むように，子どもたちや教員の
操作支援，ICT機器を活用した授業の準備や校務の支
援，教職員のニーズに沿った研修を実施しています。
ICT支援員が不在時の相談窓口としてサポートデスク
も準備しています。

また，機器の不具合や整備に少しでも早く対応で
きるようにICTヘルプデスクの人数を拡充しています。

岡山市の教員向けに，情報教育サイト「明日から，
かわら版！」を開設し，岡山市の先生方の実践や参考
になるホームページを紹介しています。

Chromebookの設定変更やアプリケーションの追加，
よく質問がある内容もお知らせしています。

子どもたちや教職員が安心してICTを利活用で
きるように，Chromebook，校務用パソコンやネッ
トワークの整備，セキュリティの対策，「岡山市
教育情報セキュリティ
ポリシー」の策定など
をしています。

教職員のICT活用指導力が向上するように，学校の
体制づくりやChromebookの活用方法などについて，教
職員研修を実施しています。

情報教育に関する業務を一本化し，岡山市における教育の情報化を推進する
ために，教育研究研修センターに情報教育推進室を新たに設置しています。
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小学校は昨年度より，中学校は今年度より学習指導要領が全面実施となり，学習評価を授業改善に生か

す「指導と評価の一体化」の必要性が明示されました。 

これを受けて，教科領域等研修講座【授業づくりの応用】２５講座すべてに学習評価の在り方について

学ぶ内容を位置付けました。このページでは，その中から小学校家庭研修講座【授業づくりの応用】，中学

校技術・家庭（家庭分野）【授業づくりの応用】でお話しいただいた学習指導要領の趣旨を踏まえた授業づ

くりについて紹介します。 

 
 
 
 
本講座は，小学校家庭，中学校技術・家庭（家庭 

分野）における授業の在り方や指導方法等の工夫に 

ついて学び，児童生徒の個々の実態に応じた授業改 

善のための実践につなげることを目的とした研修講 

座です。小学校４４名，中学校６名，計５０名の先 

生が受講しました。 

 
 

 
 

まず，学習指導要領改訂の考え方，育成す   

べき資質能力の３つの柱に基づいて「目標」，     

「内容」，「観点別学習状況の評価の観点」が 

整理された等，今回の改訂の概要を踏まえ， 

内容のまとまりごとの評価規準作成の手順に 

ついて確認しました。次に，題材ごとの学習 

評価の進め方について，事例を用いて具体的

に学びました。特に，丸山教科調査官による，『「指導に生かす評価」で「努力を要する」

(Ｃ)の子どもを見つけ，手立てを工夫し，この後の「記録に残す評価」で一人でも多くの子

どもを，まずは「おおむね満足できる状況」(Ｂ)にするかが大切である。』という言葉を受

け，改めて，学習評価を指導に生かす必要性を学びました。         

また，演習では，具体的な題材の目標と評価規準から，学習活動に即した指導計画の作成

を行いました。題材の評価規準から指導と評価の計画を作成する前に，題材の評価規準を学

習活動に即して具体化しました。例えば，「思考・判断・表現」では，①「問題を見いだし

て，課題を設定している」，②「実践に向けた計画を考え，工夫している」，③「実践を評価

したり，改善したりしている」，④「課題解決に向けた一連の活動について，考えたことを分

かりやすく表現している」の４つの学習場面に沿って，評価規準を分けるという工夫です。

評価規準を明確に細分化することで，学習活動に即した指導計画を作成しやすくなることを

実感しました。 

【受講者の感想】 

□題材の中に，どの項目の指導内容が位置付いているのか確認すること，また，子どもの実 

態を十分に把握しておくことが大切だと分かった。評価の場面を授業前に計画しておくこ 

との大切さも学んだ。（小学校） 

□学習指導案には，題材名から，内容項目，指導事項を正しく記載すること，また，内容に 

ついては，相互の関連性や系統性などに配慮する必要があることを，演習を通して理解す 

ることができた。（中学校） 

 

－３－ 

 

文部科学省初等中等教育局教育課程課 

丸山 早苗 教科調査官 
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学校園の教育実践 
互いにつながり学びを深める子どもの育成 

                               岡山市立御野小学校 
 
１ はじめに 

 本校では，学校教育⽬標「わたしもえがお みんなもえがお 〜互いのよさを認め合い
ながら，深く考え豊かに表現する⼦どもを育てる〜」に向かって教育活動を進めていくた
めに，昨年度の授業における⼦どもの実態をもとに，身に付けさせたい力について全教職
員で協議し，「互いにつながり学びを深める⼦どもの育成」を研究主題として設定した。 
 
 
 
 全教職員で協議する中で，⽬指す⼦どもの姿を明確にして上のように共有した。その上
で，全学年が授業づくりを進め，学校全体で「互いにつながり学びを深める」⼦どもの姿
を具現化していくことをねらいとしている。  
２ 研究プロセス 

 全教職員で「互いにつながり学びを深める」⼦どもの姿を具現化していくためには，一
人一人の教職員が自分事として研究を進めていくことが不可欠であると考え，次のように
研究を進めていくこととした。 
（１）全教職員の授業を見る目を磨く 

 各学年の提案授業では，単元の中における「互いにつな
がり学びを深める」⼦どもの姿として想定していた姿が見
られたかどうかを見取り，協議している。授業の中で「互
いにつながる」姿が見られたか，「学びを深める」姿が見ら
れたかという視点で，⼦どもの言動を見取り，その具体の
姿をもとに協議の場で語ることにより，全教職員で⽬指す
⼦どもの姿を具現化していく。 

（２）全教職員で授業をつなぐ 
   各学年の提案授業後の協議会は，「互いにつながり学

びを深める」⼦どもの姿が見られたかどうか話し合う中
で，ねらいとする姿を引き出すためにはどうすればよか
ったのか，そもそもどんな授業デザインにすればよいの
かを一人一人が考える場となるように設定している。そ
うすることで，他学年の提案授業を受けて，自分の授業
にどう生かしていけばよいかを考えることとなり，提案
授業と日々の自分の授業とがつながるようにする。 

（３）全教職員が授業を作る 

  今年度は，岡山県小学校教育研究会岡山支会国語部会北区１国語研究会の指定を受け 
ているため，教科を国語に限定して研究を進めている。ただ，代表授業を実施する学年 
だけが教材研究をして提案し，他の教職員はその指導案のみを見て議論するやり方で 
は，自分事として授業に向かえないと考え，校内研究として代表学年の教材研究を行う 
場を設定し，学年ごとに授業デザインを練ることとする。また，３つのプロジェクト 
（授業づくり・基礎学力・環境づくり）を立ち上げ，全教職員がいずれかに所属するこ 
とで，一人一人がそれぞれの立場で「互いにつながり学びを深める」⼦どもの姿を⽬指
して教育活動を進めていけるようにする。 

「互いにつながり」とは，友達や先生との対話 
「学びを深める」とは，「互いにつながり」学習したことで，自分の学びを自覚すること 


